
　

編
集
後
記

　
11
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
16
名
の
市
議
が
選
出
さ
れ
、
12
月

議
会
に
お
い
て
、
新
た
な
議
会
構
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
度
の
市
議
選
は
、
か
つ
て
な
い

政
治
と
経
済
の
閉
塞
状
況
の
下
、
こ

れ
が
単
な
る
閉
塞
感
で
は
な
く
、
政

治
の
根
本
が
問
わ
れ
て
い
る
な
か
で

の
選
挙
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
政
治
と
経
済
の
閉
塞

状
況
を
打
開
し
希
望
持
て
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
も
そ
う
し
た
観
点

か
ら
、
よ
り
良
い
内
容
と
な
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
気
づ
き
の
点
に
つ
い
て
、
ご
意

見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
小
林
　
喜
美
治
）

　　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
　
小
林
喜
美
治

　
　
副
委
員
長
　
　
渋
川
　
芳
三

　
　
委
　
員
　
　
　
西
條
　
豊
致

　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
晴
光

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
初
子

　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
幸
治

　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
英
夫

 
回
遊
性
の
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
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◇
ハ
ー
ト
と
ハ
ー
ド
の
大
切
さ

【
質
問
】
飯
山
に
移
住
さ
れ
た
知
人
か

ら
、
回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
大

切
な
こ
と
は
、
地
域
の
良
さ
に
気
づ
き

感
謝
す
る
「
ハ
ー
ト
」
と
、
地
域
の
良

さ
を
語
り
合
い
訪
ね
て
み
た
く
な
る｢

ハ
ー
ド｣

づ
く
り
で
、
そ
れ
を
高
橋
ま

ゆ
み
さ
ん
の
人
形
が
教
え
て
く
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
は
阿
弥
陀
堂
の

映
画
と
同
じ｢

心
の
癒
し｣

で
あ
っ
て
、

こ
れ
こ
そ
飯
山
が
他
に
誇
る
べ
き
大
切

な
こ
と
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
答
弁
】
ご
指
摘
の
通
り
だ
と
思
う
。

飯
山
に
行
た
ら
ホ
ッ
ト
し
、
自
分
に
何

か
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
癒

し
の
街
づ
く
り
を
大
切
に
し
た
い
。

【
質
問
】
飯
山
城
跡
の
整
備
に
は
ま
だ

長
い
年
月
を
要
す
と
思
う
。
そ
の
間
、

市
民
会
館
の
一
階
に
飯
山
城
跡
関
係
の

資
料
を
常
設
展
示
す
る
等
の
方
法
で
、

回
遊
性
の
ま
ち
づ
く
り
の
為
に
今
か
ら

飯
山
の
歴
史
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

【
答
弁
】
観
光
客
ば
か
り
で
な
く
市
民

に
と
っ
て
も
、
地
元
の
歴
史
を
知
る
と

と
い
う
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
と
思

う
の
で
検
討
し
準
備
し
た
い
。

◇
市
長
と
議
員
選
挙
の
同
日
執
行
は

【
質
問
】
市
長
選
と
議
員
選
挙
を
同
日

実
施
で
き
な
い
の
か
と
の
市
民
の
声
が

あ
る
が
、
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

【
答
弁
】
市
長
と
議
員
の
任
期
満
了
の

間
隔
が
90
日
以
内
な
ら
、
公
選
法
上
、

遅
い
任
期
の
方
か
ら
50
日
以
内
に
同
日

選
挙
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
10

月
24
日
に
は
同
日
選
挙
を
執
行
出
来
た

が
、
市
長
不
在
期
間
が
一ヶ
月
以
上
と
な

り
、
市
政
施
行
上
好
ま
し
く
な
い
と
の

判
断
か
ら
同
日
選
挙
を
し
な
い
こ
と
と

し
た
。

 
回
遊
性
の
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

人

事

案

◇
陳
情
第
12
号
　

　
Ｉ
Ｌ
Ｏ
看
護
条
約
・
夜
業
条
約
に
基

　
づ
き
、
医
療
・
介
護
労
働
者
の
大
幅

　
増
員
と
夜
勤
改
善
を
求
め
る
陳
情
　

　
　
　
　
　
　
　
　　
《
趣
旨
採
択
》

　
陳
情
者

　
　
長
野
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　

執
行
委
員
長　

茂
原　

宗
一

◇
陳
情
第
11
号

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
求
め

　
る
陳
情　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《 

採　

択 

》

　

陳
情
者

　
　

飯
水
岳
北
農
民
組
合

　
　

組
合
長　
　
　

出
沢　

尤
治
郎

 

高
齢
者
の
見
守
り

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

◇
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を

【
質
問
】
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必

要
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
郵
便
配
達
員
、

新
聞
配
達
員
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等

の
検
針
員
、
農
協
職
員
等
々
、
日
頃
か

ら
本
人
と
関
わ
り
を
持
つ
民
間
事
業
者

と
行
政
機
関
が
連
携
し
、
日
常
生
活
の

異
常
を
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
や
緊
急
時
の
連
絡
先
、
か
か
り

つ
け
医
、
健
康
保
険
証
等
を
記
し
た
連

絡
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
冷
蔵
庫
に
保
管

し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
誰
も
が
対

応
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

【
答
弁
】
緊
急
時
の
連
絡
カ
ー
ド
に
つ
い

て
は
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

◇
な
が
の
子
育
て
家
庭

優
待
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て

【
質
問
】「
長
野
子
ど
も
子

育
て
応
援
県
民
会
議
」
で

取
り
組
ん
で
い
る
県
の
事

業
で
あ
る
。
市
が
子
育
て

応
援
カ
ー
ド
を
発
行
し
協

小林初子議員

山﨑一郎議員

賛
店
を
募
集
し
て
、
０
歳
～
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
が
い
る
子
育
て
世
帯
の
家
族

が
県
内
の
協
賛
店
を
利
用
す
る
際
に
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
が
、
当
市
で
の
取
り

組
み
は
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】
商
業
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
で

な
い
と
、
制
度
化
は
難
し
い
。

◇
買
い
物
弱
者
支
援
に
つ
い
て

【
質
問
】
身
近
な
商
店
の
減
少
や
、
交

通
手
段
が
な
い
高
齢
者
の
方
の
増
加
等

に
よ
り
、日
常
の
買
い
物
が
困
難
な
『
買

い
物
弱
者
』
が
増
え
て
い
る
が
、
行
政

と
し
て
支
援
は
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い

る
有
償
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
「
ス
マ

イ
ル
と
う
ど
」
な
ど
の
制
度
を
活
用
し
、

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
高
齢
者
の

福
祉
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

陳
情
審
査
・
意
見
書

◇
議
案
第
１
１
６
号

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
関
す

　
る
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

山
﨑
　
秀
美
　
氏　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
同
意
議
決
》

◇
議
案
第
１
１
７
号
　

　
監
査
委
員
の
選
任
に
関
す
る
同
意
を   

　
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
山
﨑
　
一
郎
　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　　
《
同
意
議
決
》

◇
陳
情
第
14
号

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

　
携
協
定
）
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る

　
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《 

採　

択 

》

◇
陳
情
第
15
号

　
米
の
需
給
・
価
格
安
定
と
万
全
な
所

　
得
補
償
の
実
現
に
関
す
る
陳
情　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《 

採　

択 

》

◇
陳
情
第
16
号

　
郵
政
改
革
に
関
す
る
陳
情　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《 

採　

択 

》

◇
陳
情
第
17
号

　
平
成
23
年
度
農
林
水
産
予
算
概
算
要

　
求
内
容
に
関
す
る
陳
情　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《 

採　

択 

》

　

陳
情
者

　
　

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合

　
　

代
表
理
事
組
合
長　

村
松　

清
一

◇
意
見
書
第
４
号
　

　
郵
政
改
革
に
関
す
る
意
見
書
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《 

可　

決 

》

◇
意
見
書
第
６
号
　

　
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定

　（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
参
加
反
対
に
関
す

　
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　　
《 

可　

決 

》

◇
意
見
書
第
７
号
　

　
米
の
需
給
・
価
格
安
定
と
万
全
な

　
所
得
補
償
の
実
現
に
関
す
る
意
見

　
書
　
　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《 

可　

決 

》

◇
意
見
書
第
８
号
　

　
平
成
23
年
度
農
林
水
産
予
算
の
充

　
実
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《 

可　

決 

》

※
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

　

へ
送
付
し
ま
し
た
。

　

第
16
代
議
長
の
小
林
昇
氏
が
88
歳

の
高
齢
者
叙
勲
を
受
け
、
平
成
22
年

12
月
1
日
に
旭
日
双
光
章
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
12
月
28
日
に
議
長
室
に

お
い
て
久
保
田
議
長
か
ら
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

伝達を受ける小林昇氏

叙
勲
伝
達

いいやまのハートを伝える人形館


